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我が国でのFCへの取り組み
• PAFCを中心とした取り組み（1980年代～）

– ムーンライト計画→ニューサンシャイン計画(1981-
1997)

– 実験用を含め約200台程度導入済み
• PEFC開発競争（1990年代～）

– Cf. BallardのDow膜によるブレイクスルー(1987)
– ニューサンシャイン計画の一環(1992-)
– 自動車産業の取り組み(1992-); 試作車(mid-90’s)

• PEFC実用化本格取組み（2000年～）
– Cf. DaimlerChryslerのFCV2004年実用化発表(1998)
– 政府レベルの本格取組み(2000-)
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首相のイニシアチブ

• 小泉総理ほかによる燃料電池自動車試乗会
– 2001年12月13日 於国会構内衆議院前庭駐車場
– 小泉首相、平沼経産相、川口環境相、各党派代表（公明、保守、
民主）

– トヨタ、日産、ホンダ、マツダ

• 小泉首相 施政方針演説（第154回国会 2002.2.3）
– 「・・・燃料電池は、水素をエネルギーとして利用する時代の
扉を開く鍵です。自動車の動力や家庭の電源として、３年以内
の実用化を目指します。・・・」

– 施政方針演説での個別技術への言及は極めて異例

• 小泉首相 施政方針演説（第156回国会 2003.1.31）
– 「・・・また、昨年、世界で初めて市販された燃料電池車を公
用車として導入しました。規制を総点検し、燃料電池車の普及
拡大を後押しします。・・・」
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我が国の取り組み

• 国家予算（経済産業省分）
–燃料電池関連予算

• 技術開発、実証試験、基盤整備、規制再点検など
• FY-H13:119億円, H14:220億円, H15:307億円（H16
概算要求:341億円）

–固体高分子形燃料電池システム技術開発等
• ↑のうち、PEFC関係分
• FY-H13: 72億円, H14: 78億円, H15: 90億円
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米国の取り組み

• PNGVの一部として(1993-)
– Partnership for a New Generation of Vehicles
– 商務省等；GM, Ford, DaimlerChrysler；企業、大学、国研
– Cf. 自動車産業の国際競争性向上と先進技術の量産車への適用；燃費
80mile/gallon(33.4km/L)を目標

• CaFCP()
– California Fuel Cell Partnership
– カリフォルニア州大気資源局、自動車、石油メジャー、FCスタック関
連企業

– Cf. FCV実証試験；エネルギー省(DoE), トヨタ, GM正式参加(2000)
• FreedomCAR(2002.1-)

– 政府(DoE)とBig3の官民パートナーシップ(-2010)
– H2搭載FCVに重点、ハイリスク技術開発；CaFCPと他地域デモ統合

• 米国 ブッシュ大統領 一般教書演説
– 2003年1月28日
– 総額12億ドルの国家予算を水素に；5年で7.2億ドルをFCVとFC発電開発
に

– FreedomCAR計画(Jan 2002発表)と併せて17億ドルがFCV関連に
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期待される市場

• 自動車用動力源
– PEFC

• 携帯型電源
– DMFC, PEFC
–携帯情報機器、可搬型電源

• 定置型電源・分散電源
– SOFC, PEFC, PAFC, MCFC
–家庭用、ビル用など；コジェネ

• その他
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FCV開発動向

★経済産業省資料(H14.2.20）
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定置用FC開発動向

★経済産業省資料(H14.2.20）
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FC実用化・普及に向けた政府のシナリオ

cf.) 2003.10現在、国内の公道を走行出来るFCVは34台
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FC導入・実用化に向けた課題
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規制の再点検

そもそも、FC導入が想定されていない現行の法規制を再点検(FY-2004までに）
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主なFCVの主要な仕様
トヨタ ホンダ 日産 GM DaimlerChrysler
FCHV FCX X-TRAIL FCV HydroGen3 F-Cell

車体重量 1.86 t 1.74 t - 1.75 t -
最高速度 155 km/h 150 km/h 125 km/h 160 km/h 140 km/h
航続距離 300 km 355 km - 400 km 150 km
モード 10·15 LA4 - EDC -
最大出力

ＦＣ 90 kW 78 kW - 129 kW 68.5 kW
モータ 80 kW 60 kW 58 kW 60 kW 65 kW
水素貯蔵 高圧ガス 高圧ガス 高圧ガス 液体水素 高圧ガス

水素容量 35 MPa 35 MPa 35 MPa 4.6 kg 35 MPa
蓄電方式 Ni-MH ウルトラキャパシタ Li-イオン - (none?) Ni-MH
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様々な技術課題
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PEFCスタックの
将来コスト試算の一例

コスト目標値 $10 - 15 /kW での試算

電解質膜：13%

白金触媒：16%

ガス拡散層：19%
（カーボンペーパ）

その他：13%

その他
15%

セパレータ
24%

MEA合計：61％
※条件により比率がかなり変わるので要注意

M. Arita : Fuel Cells, 2(1), 10 (2002)
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自動車総合効率比較
トヨタホームページより

燃料効率(%) 走行効率(%) 総合効率(%)
Well to Tank Tank to Wheel Well to Wheel

ガソリンICE 88 16 14

ガソリンICE hybrid 88 32 28

ガソリンICE hybrid(最新) 88 37 32

高圧H2(g) FCV 58(天然ガス改質) 38 22

高圧H2(g) FCV hybrid 58(天然ガス改質) 50 29

高圧H2(g) FCV hybrid(目標) 70 60 42

※効率計算値は想定する条件によりかなり変化するので注意が必要
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小型電源のエネルギー密度

櫻井：OHM, 2003-01, 22(2003) ； 谷内：OHM, 2003-01, 18(2003)
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PEFCとDMFC

アノードでの反応の遅さ
クロスオーバーによるカソード電位低下
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DMFC：比較的最近のデータ

Chang : Conf. Documentation 2002 Small Fuel Cells - 4th Annual Int Conf for Portable Power, The Knowledge Foundation, (2002)
Jorissen et al : J. Power Sources, 105, 267(2002)
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小型FCの性能目標
民生低出力電子機器用燃料電池性能目標

Motorola主催、DOE支援Workshop設定

リチウムイオン電池 燃料電池 燃料電池

現状:2002 短期:2005 長期:2010

マーケット例 携帯電話充電器 携帯電話/ノートPC

比出力 50 W/kg 30 W/kg 100 W/kg

出力密度 60 W/L 30 W/L 100 W/L

エネルギー密度 150 Wh/L 500 Wh/L 1000 Wh/L

コスト $3/W $5/W $3/W

寿命／耐久性 300-500サイクル 1000時間 5000時間

Proc. The Workshop Fuel Cell for Portable Power (2002)
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